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1. はじめに 
コロナ禍ではオンライン授業が進み、教育現場のデジ

タル化が大きく進んだ。一方、海外短期研修は対面による

言語運用が中心なため、必然的にアナログ的な活動が主

となり、振り返りのための学習記録を残しにくい状況が

課題として見えてきた。教育効果測定として、客観的測定

テスト BEVI 等を用いて海外短期研修を評価する取組は

存在する。しかし、未だ語学場面における具体的な「つま

づき」原因には未解明な点も多く、その原因は活動情報の

収集が容易ではないことが挙げられる。研修自体が旅行

感覚的で、楽しさに重きが置かれ、時間をかけて地道に記

録に残す時間的余裕が無いためでもある。実際、学生の帰

国報告書に目を通しても、英語活動に困難があった点は

多数述べていても、その内容は抽象的で、どの語彙でつま

づき、どんな状況で困難だったのかなど具体的な学習記

録は事実上皆無で、追跡も非常に難しい。本発表では、海

外研修時に遭遇した「つまづき」の解明を試み、スマート

フォンによる記録の一部自動化により学習状況記録の手

法を提案し報告する。 
 
2. 問題の所在と研究仮説 
2.1 学習記録に関する問題 
現在、海外研修プログラムは各大学独自のものだけで

なく、留学エージェントによるものまで、多種多様なプロ

グラムが提供されている。単位認定を行う際には、事前・

事後の学内指導の他、現地における研修活動で用いた配

布物や課題成果物が主たる学習記録となる。しかしなが

ら、教室で行われる語学指導とは異なり、教員が学生の活

動を直接的に観察することは一斉授業以外では困難であ

り、引率教員であっても、個々の海外研修中の活動につい

ては全体活動を除くと、活動は見えにくいものである。一

方、学生の課題レポートには大抵は記載される海外研修

中の「つまづき」と言える部分は、個々人で記載にばらつ

きがあり、また振り返りとして述べられている程度であ

ることもあって、細かな時間や場面、そして実際の意図し

た発言内容などは、正確さに一部欠ける情報となってお

り、実情が捉えづらくなっているケースがほとんどであ

る。こういった点を改善して、教員が学生の海外活動を評

価するための情報収集の工夫が求められる。 
 
 

2.2 評価方法に関する問題 
上述の通り、海外研修に参加した学生には、帰国後に自

身の海外研修体験レポートを提出課題として課すことが

一般的である。引率を担当した教員であれば、滞在中の活

動について一定度確認はできるものの、引率せずに研修

責任者として課題を評価する場合には、学生が研修の様

子を自ら言語化した課題レポートに委ねられ、その記載

内容がほぼ全ての情報となり、その他、研修先からの修了

証や通知箋のような資料を参考にしながら評価すること

となる。やはり、評価の観点としては弱い部分があること

は否めず、評価をより適切に行うにあたり、個々の学生が

海外研修先でどういった言語コミュニケーションを行っ

て、それをどう成長につなげたのかといった一次的な学

習記録の収集が望ましいと言える。学生の各つまづきか

らの語彙習得の場面の可視化に関するデータ収集は、現

在の情報社会ではスマートフォンの活用により可能性が

高く、教育における評価方法の改善として期待できるも

のである。 
 
2.3 研究仮説 
以上に述べた問題を踏まえ、次の(1)に示す 3 点を研究

仮説として設定した。 
 
(1)  a. スマートフォンの機能により、学生がつまづきに

遭遇した際に、時間、位置情報、言語表現を自動的

に記録されることで、学生および教員が学生のつ

まづきの状況について共有し、新たな学習記録と

してより詳細な情報を有することができる。 
  b. 新たな学習記録を用いて、教員がより詳細な海外

研修の状況を把握でき、事実に即してより細かな

評価を行うことができる。 
  c. 集約されたつまづき場面のデータを一定時間蓄積

し、蓄積されたデータを活用することにより、つま

づき傾向の解明に寄与する可能性を持つ。 
 
3. 海外研修の活動場面の可視化に向けた試行実践 
前節において挙げた問題点を踏まえ、仮説を検証すべ

く、学生の海外研修中の英語使用に関する語のつまづき

について焦点を絞り、その可視化の手法を検討し、試行的

にシステムの実装を行って仮運用を試みた。 
 



3.1 システムの構成 
専用のデバイスやサーバを用いることなく、学生が日

常的に用いているスマートフォンを利用して、簡便にデ

ータ収集を行えるツールが運用コストや負担軽減の点で

望ましい。実装に向けて具体的には、利用率の高い iPhone
を用い、ショートカット機能を使って実装した。以下、シ

ステムの構成を(2)に記す。 
 
(2) a. デバイス iPhone (Location Services/Translate/Camera)  
  b. コーディング Shortcuts/Google Apps Script 
  c. データベース Google Spreadsheets 
  d. マップデータ OpenStreetMap 
  e. プロッティング HTML/JavaScript 
 
 下記の(3)は iPhoneによる「つまづき」場面における語

の入力方法を示しており、3 種類の入力方法を実装した。

また、出力内容は(4)に示した。(4)c.の通り、検索結果の自

動記録によりデータベース化が図れることとなるが、そ

のデータの活用として、(5)に示す地図上のプロット表示

により「つまづき」場面の可視化を試みた。 
 
(3) a. 文字タップキーによるテキスト入力 
  b. 音声からの言語認識によるテキスト入力 
  c. 画像からの文字認識によるテキスト入力 
 
(4) a. ｵﾝﾗｲﾝ英和・和英辞書「英辞郎」を用いた結果表示 
  b. iPhone「翻訳」機能を用いた結果表示 
  c. 検索結果のGoogle Spreadsheetsへのデータ記録 
 
(5) データ記録の地図上におけるプロット表示 
 
3.2 サービスの試行提供 
表 1 に示す海外研修プログラムの参加学生に対し、つ

まづきの可視化に向け、システムの試行的な利用に協力

してもらいサービス運用を開始した。基本的にサービス

利用する際には、海外研修に参加する学生が、現地の英語

表現の発話や認識において困難を抱えた状況であり、(3)a.
ではスマホをタップして文字入力をして記録したり、(3)b.
では本人自身や相手などに発音してもらって文字化して

記録したり、(3)c.では看板等に書かれた表現を撮影して文

字認識させたものを記録したり、従来では紙とペンで適

宜メモに残していた動作を自動記録してすぐに共有でき

るプログラムとして運用した。記録は図 1 に示すように

Google Spreadsheetsに反映させた。 
 

 
図 1 データが記録されたGoogle Spreadsheets 

 
 データ収集の結果としては、表 1 に記した記録件数か

ら考えると、開発段階の想定よりも利用実績としては少

ないものとなったが、つまづきと見られる英語表現の検

索については一定数の利用があり、データを収集するこ

とができた。このデータを活用して位置情報による地図

上への可視化について図2、3に示す形で行った。図2は
地図上プロットの基本画面であり、html によるウェブ表

示で実装した。 
 

表1 海外研修の活動可視化に向けた試行利用状況 

海外研修先  
オーストラリア 

(ﾛｲﾔﾙﾒﾙﾎﾞﾙﾝ工科大学) 

利用者  室蘭工業大学 大学生 

利用者数  15名 

利
用
期
間 

事前研修(件) 1/3～3/7 (111) 

海外渡航(件) 3/8～3/17 (36) 

帰国利用(件) 3/15～5/31 (3) 

 

図2は、システムの利用者

が実際に iPhone から、コミ

ュニケーションの上で求め

た英語表現（つまづき表現）

を使った際、システムを利

用して記録された位置情報、

言語表現を地図上にプロッ

トした様子を示したもので

ある。図 4 のように HTML
のウェブページ上から

JavaScript によりデータを呼 

出し、Plotボタンにより地図

上にデータを落とし込む操 
図 2 可視化の基本画面  作を行うことで表現した。 

 

 
図 3 地図上へのプロット画面 

 

 
図 4 プロット表示の選択画面 

 
4. おわりに（教育効果への期待） 
記録データの分析は、言語学的な内容のためここでは

割愛するが、入力データの傾向としては、absolutely, actually, 
definitely, exactly といった副詞による返答表現や、英文そ

のままの記録が多く、和訳デバイスとしての活用が見ら

れた。利用法からのさらなる機能改善を検討したい。 
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